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一、は
 じ
 め
 に
　
本稿は、馬王堆漢墓から出土した帛書『周易』の「鼎」に關する記述を手がかりにして、傳世文獻︵主として『史
記』 ︶中の「鼎」に關する記述と比較對照を行い、帛書『周易』と通行本『周易』の卦序に關する考察を經たうえで、『周易』の革命思想の成立過程について私見を述べるものである︒
二、帛書『周易』中の「鼎」の移動に關する記述の檢討
　
帛書『周易』二三子問篇の第十行下～第十一行下の釋文は、以下の通りである︒
易曰、鼎玉
︵扃︶ 、 ︹大︺吉、無不利︒孔子曰、鼎大矣︒鼎之遷也、不自往、必人擧之、大人之貞也︒鼎之擧也、
不
︵其︶止、
守之□□□□□□□□□□□□□賢
擧忌也︒明君立正︵政︶ 、賢輔
︵逞︶之、將何爲而
不利︒故 大吉︒
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七〇
　
この釋文を二つに分けて理解していきたい︒
　
最初に、 「鼎玉
︵扃︶ 、 ︹大︺吉、無不利」についてである︒これは、鼎卦上九の爻辭に當たる文言に違いない︒
實際、 帛書『周易』 六十四卦の鼎卦上九の爻辞は「□□□□□無不利」 に作り、 通行本『周易』 鼎卦上九の爻辞は「鼎玉鉉、大吉、無不利」に作る︒帛書の「
︵扃︶ 」字と通行本の「鉉」字の關係については、まず、陸德明『經典釋文』
儀禮音義・公食大夫禮第九 「鉉」 字の説明として「一音扃」 と記される︒ さらに、 『説文解字』 十四上における「鉉」字の段 裁の注に「讀同扃」 とあ すなわち、 「扃」 鉉」 の借字であり、 こうしたことから、 「鼎玉
︵扃︶ 、 ︹大︺
吉、無不利」は、鼎卦上九の爻辭で 、と考えてよい︒　
次に、 「孔子曰」以下の文章についてである︒これは鼎卦上九の爻辭についての解説文に相当する文言である︒こ
のうち、 「鼎之擧也」 より 賢以擧忌也」 に至る部分は 闕字が多すぎて解釋自體が非常に困難である︒ このため、 「明君立正︵政︶ 」 以下の一文は、 「鼎之遷 以下の一文や「鼎之擧也」 以下の一文と、 どのような關係にある か、 はっきりしない︒しかし、こうした事情のもとでも、われわれは、これらが「鼎」の「遷」 「擧」すなわち「鼎」の移動についての説明文であることは理解出来よう︒そこ 、以下、 「鼎」の移動に關して述べることにしたい︒
三、傳世文獻中の「鼎」の移動に關する記述の檢討
　
傳世文獻中に見える「鼎」の移動に關する記述には、以下のものがある︒
①五十二年、周民東亡、其器九鼎入秦︒周初亡︒
 
︵ 『史記』秦本紀︶
②其後百二 歳而秦滅周、周之九鼎入秦︒或曰、宋太丘社亡、而鼎沒于泗水彭城下︒其後百一十五年而秦并天下︒
　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
︵ 『史記』封禪書︶
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③
 八年、伐陸渾戎、遂至洛、觀兵於周郊︒周定王使王孫滿勞楚王、楚王問鼎小大輕重︒對曰、在德不在鼎︒莊王曰、子無阻九鼎︒楚國折鉤之喙、足以爲九鼎︒王孫滿曰、嗚呼、君王其忘之乎︒昔虞・夏之盛、遠方皆至、貢金九牧、鑄金象物、百物而爲之備、使民知神姦︒桀有亂德、鼎遷於殷 載祀六百︒殷紂暴虐、鼎遷於周︒德之休明、雖小必重︒其姦囘昏亂、雖大必輕︒昔成王定鼎于郟
、卜世三十、卜年七百、天所命也︒周德雖衰、天
命未改︒鼎之輕重 未可問也︒楚王乃歸︒
 ︵ 『史記』楚世家︒同一内容の記述が『左傳』宣公三年に見える︶
　
以上の三例は、いずれも「鼎」の移動を王朝交替の象徴としているものである︒
　
①と②は「鼎」の移動という現象と王朝交替という事實が單純に結びついた記述であり、 「鼎」の移動が王朝交替
を意味している︒　
一方、③は、例えば、 「在德不在鼎」 、 「桀有亂德、鼎遷於殷」 ︵ 『左傳』 は「桀有昏德、鼎遷于商」 ︶ 、 「殷紂暴虐、
鼎遷於周」 ︵ 『左傳』 では「商紂暴虐、 鼎遷于周」 ︶ とあるように、 王朝交替の原因が、 「鼎」 の移動に在るというよりも、統治者の「德」のあり方如何に在ることを説明するものであり、この点は、①②より歩を進めている記述であると言える︒　
すなわち、③は、 「鼎」の移動という現象に統治者の「德」のあり方を附與して王朝交替の意義を説明しているこ
とから、③の文章が①②以降に書かれたものと考えることは可能である︒
四、通行本『周易』の卦序と帛書『周易』の卦序の比較
　
再び『周易』に話をもどそう︒
　
卦序について考えたい︒
七二
　
通行本『周易』の卦序では、鼎卦は革卦の直後に位置している︵︙︙、困、井、革、鼎、震、艮、 ︙︙︶ ︒この排
列に対して、序卦傳は「革物者、莫若鼎︒故受之以鼎」と説明し、雜卦傳は「革去故也、鼎取新也」と説明する︒これらによって、通行本『周易』の革卦・鼎卦という排列には革命思想の要素を含んでいることが理解できよう︒　
ところが、帛書『周易』 と特に關係がないのである︵︙︙、困、
勒︵革︶ 、
隋︵隨︶ 、噬嗑、
鼎、筭︵巽︶ 、 ︙︙︶ ︒加えて、帛書『周易』の各傳の中に革命思想に關する記述は見當たらないのである︒　
一般的に言って 思想の發展は單純な考えから複雑な考えへと移行するものである︒言い換えれば 入り組んだ思
想から何かが削 れてシンプルな考え方になることは考えにくく、シンプルな考え方にいろいろな要素が肉付けされていって入り組んだ思想になっていく、と考える が自然である︒いま、通行本『周易』の卦序と帛書『周易』 卦序とを比較対照したとき、革命思想の無い状態のものから革命思想が有る状態のものへと移行したと判断できるのであり、通行本『周易』と帛書『周易』の先後關係については、帛書『周易』の成書が通行本『周易』の完本の成書よりも早くないといけない、 いうことになるであろう︒但し、これは、六十四卦に限った話であり、帛書『周易』の傳については、さらに別の問題があるのである︒
五、帛書『周易』の傳と通行本『周易』の卦序との關係
　
帛書『周易』において、六十四卦と傳との關係は、いわゆる「經」と「傳」の關係に當たる︒ところが、帛書『周
易』 の傳の中で説明される卦の次序が、 帛書『周易』 六十四卦 卦序にしたがわず 通行本『周易』 の卦序にしたがっているも があるのである︒　
例えば、二三子問篇では、︵Ａ︶ 「鍵︵乾︶ 」 、 「川︵坤︶ 」から始まって「未濟」で終わっていること
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︵Ｂ︶同人、大有、嗛︵謙︶ 、餘︵豫︶の卦序︵Ｃ︶中腹︵中孚︶ 少過︵小過︶の卦序︵Ｄ︶
︵蹇︶ 、解の卦序
の四つが、いずれも通行本『周易』の卦序にしたがうものである︒　
また、易之義篇では、 『周易』の基本原理である「鍵︵乾︶ 」 「川︵坤︶ 」という卦序を除けば、︵Ｅ︶容︵訟︶ 、師、比、小蓄 小畜 の卦序︵Ｆ︶林︵臨︶ 、觀の卦序︵Ｇ︶損、益の卦序︵三箇所︵Ｈ︶困、井の卦序 三箇所︶
の四つが、いずれも通行本『周易』の卦序にしたがうものである︒　
このほか、通行本『周易』の卦序にしたがうものには、要篇に「損益之道」を説明するくだりで損、益の卦序が見
られ、昭力篇に師、比の卦序が見られる程度である︒　
さて、以上のこれらの現象は、何を意味するものであろうか︒帛書『周易』中に、通行本『周易』の卦序にしたが
うものがある は、單なる偶然の一致であろうか︒あるいは、帛書『周易』から通行本『周易』に至る整理過程の一部を示すものであろうか︒ いや、 少なくとも、 当時はわれわ が目にする通行本『周易』 の完本は無かったけれども、通行本『周易』の原形があって それが帛書『周易』の傳に影響を與えた、と見ることは可能であろ か︒　
ともあれ、 われわれが目にする 完本の成書は、 帛書『周易』 の出現後のことだと言えるのである︒
七四
六、おわりに
　
これまで述べたことをまとめておくと、次のようになるであろう︒
　「鼎之遷也」の記述は、帛書『周易』に属するものである︒言い換えれば、 「鼎之遷也」の記述は、通行本『周易』以前のものである︒したがって、この当時にはまだ『周易』の革命思想は無かったことになる︒その後、ようやく通行本『周易』の時期になって、六十四卦の排列に対して、革命思想すなわち王朝交替の原因に關する新たな意味が附與された︒そして、少なくとも、 『史記』 ①②③の記述は、帛書『周易』二三子問篇の出現以降に作られたものだと分かる︒
︹附記
 ︺本稿は、恩師・周桂鈿先生の『周桂鈿文集
　
秦漢思想研究』全七册︵福建敎育出版社、二〇一五年一月︶の出版を記念して
二〇一五年三月一五日に北京師範大學哲學學院で開催された「 ＂中國傳統文化與社會主義核心價値觀＂研討會曁＂ ︽秦漢思想研究︾首發式＂ 」において中國語で口頭發表した内容を加筆して日本語で表現したものである︒
〔追記
 〕
本稿で示した帛書『周易』二三子問篇の釋文は、東京大學馬王堆帛書研究會編集・發行『 『馬王堆漢墓出土帛書周易』二三子
問篇譯注︵二︶ 』 ︵一九九七年六月︶という譯注册子の
29頁に掲載されている筆者の釋文に基づいている︒
